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教育振興会通信

教育振興会 会員の皆様へ

福山市立大学
教育振興会

会長　博 田　敏 之

　この春らしい穏やかな気候に心が和む季節にあたり、教育振興会の会員の皆様には、ますますご
清栄のこととお喜び申し上げます。
　教育振興会は、本学の学生の保護者会として、大学設立から 14 年間、保護者が資金を出し合い、
学生の学業と生活をサポートしてまいりました。
　本年も新入生を迎え入れ、大学との連携を図りながら、学生たちが勉学に励めるよう、そして学
生自身が幅広い知識と経験を身につけ、将来の夢や希望の目標に向けて充実した学生生活を送れる
よう、様々な支援をしていきたいと思います。
　本会は、学生の課外活動、福利厚生、就職活動などの支援、および教育・研究活動の充実に必要
な援助を行うことを目的としています。
　一時はコロナウイルスの影響により支援や援助を行うことが難しい状況でしたが、最近では感染
者数も少なくなり、大学も対面授業を再開し、食堂や売店も多くの生徒で賑わっていると聞いてお
ります。
　本会も本来の目的を再確認し、学生の立場に立って、支援や援助を行っていく必要があると考え
ます。
　少しずつ平常に戻っていくこの社会で、通常の大学生活が送れること、課外活動や就職活動など、
学生に寄り添って本会もこの社会に対応していく必要があると思います。
　今後も本会の目的を達成するために、学生と大学（教員、事務局）をつなぐ架け橋として、教育
振興活動に邁進してまいります。
　最後に、本会活動へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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特集   キャリア支援に向けた取り組み

アフターコロナの就職戦線で求められる「人物重視」とチャレンジ

福山市立大学  学長

佐藤　利行

教育学部長
大学院教育学研究科長

今中　博章

都市経営学部長
大学院都市経営学研究科長

渡邉　一成

　無為自然を唱え、儒家の説を否定する老子
は次のように言っています。「学を為せば日々
に益し、道を為せば日々に損ず。之（これ）
を損じて又た損じ、以て無為に至る。無為に
して為さざるは無し」。儒家の祖である孔子
は「学びて時に之を習う。亦（ま）た説（よ
ろこ）ばしからずや」というように、学問の
悦び、大切さを説きました。孔子の時代の学
問とは、書物を読んだり、古の聖賢の言行を
聞いたりすることを言います。毎日、学問を
すれば、知識はどんどん増えていきます。し
かし、老子は道を修めていけば、そうした知
識は一日一日と減っていき、さらにどんどん
減らしていけば、無為の境地に行き着き、そ
うなれば全てのことを成し遂げることができ
るのだ、と主張するのです。
　今日、我々はネットを検索すれば、様々な
情報を簡単に得ることができます。それだけ
ではなく、AI が思うようにアイデアを出し、
あっという間に文章を作ってくれます。

　この春に 10 期生が卒業しました。これま
でに１期生から 10 期生まで約 1,000 人（１
学年定員 100 人× 10 年）が本学教育学部を
巣立ち活躍しています。充実した大学生活で
あったとふり返る卒業生の多くは、大学時代
に自分と社会とのつながりを含む何らかの継
続的な「自分ごと」体験を経験し、自分の確
かな成長を実感しているようです。「自分ご
と」とは「他人事」をもじった今どきの言い
回しで「自分に関係ある事柄」といった意味
であり、「自分ごと」体験は学生自身の主体
的な体験と言えます。本学教育学部では、公
立大学という強みを活かして、福山市内の公
立学校・施設等での実地体験活動（授業に
おける指導補助、保育活動補助、教材作成や
教室環境整備など）の機会を実習学年の学生
に限らず広く提供してきております。卒業生

　昨年度は新型コロナウイルス感染症が５類
に移行したことに伴い、大学での学び・行事
等も平常に戻り、本学の特徴である少人数ゼ
ミ等の授業やオープンキャンパス、大学祭等
は対面での実施に至ったことで、活気あふれ
るキャンパスが戻ってきました。
　こうした状況下、今春も無事に、卒業生・
修了生を社会に送り出すことができました。
学生生活の集大成である卒業研究論文・修士
論文の作成や進路決定を経て、社会への第一
歩を踏み出す大切な節目に至った、たくまし
く成長した姿を見るにつけ、大変うれしく思
います。社会に出ても大学での学び・つなが
りを活かし、しっかりと社会人としての“初
めの一歩”を踏み出してほしいと願っており
ます。
　また４月からは、新入生等が新たな仲間に

　このような現代社会の中で、学生の皆さん
には得るべき情報なのか、捨てるべき情報な
のかをよく考え、情報の取捨選択をしてもら
いたいと思います。溢れかえる情報を全て鵜
呑みにして取り入れるのではなく、よく思索
をして有益な情報を知識として取り込むこと
が大切です。必要のない情報を捨てることも
しなくてはなりません。
　福山市立大学では、学習、研究をするため
の環境が整っています。専門知識を持った先
生方、皆さんの学びを支援する職員、そうし
て皆さんの良き相談相手となってくれる先輩
たち。どうか福山市立大学で積極的に学び、
多くの知見を身に付けて下さい。それと同
時に情報を取捨選択できる力、思索する力を
養って下さい。
　最後になりましたが、教育振興会の皆様の
ご支援に対して、心より感謝いたしますとと
もに、引き続いてのご協力を賜りますようお
願い申し上げます。

の多くにおいて、この実地体験活動が大学時
代の自分と社会とのつながりを含む「自分ご
と」体験の１つになっているようです。なお、
この実地体験活動は座学で学ぶことと実際を
通して学ぶこととの間を、すなわち、理論と
実践との間を往還する学びの深化の体験にも
なっています。新入生をはじめ在校生のみな
さんにもぜひ自分と社会とのつながりを含む

「自分ごと」体験を通じて自分の成長を実感
していただきたいと思います。
　教育振興会のみなさまには、日頃からのご
支援に対して感謝いたします。引き続き、ご
理解とご協力を賜りますようよろしくお願い
申し上げます。

加わり、本学での“初めの一歩”を踏み出し
ました。持続可能な都市・地域のあり方を学
際的に学ぶ都市経営学部は、地方中核都市・
福山ならではの演習・実習等による学びに取
り組み、全国から集まった同級生や先輩とと
もに、社会を生き抜く力・知識を蓄える充実
した４年間であってほしいと願っております。
　“初めの一歩”は緊張感につつまれ、なか
なか積極的に踏み出せないものです。私たち
教職員一同、引き続き、学生の自主的・自律
的な学び・活動を精一杯支え、力強く“初め
の一歩”が踏み出せるよう尽力してまいります。
　教育振興会の皆さまには、日頃からの学生・
教職員の諸活動へのご支援に対して心より感
謝申し上げるとともに、これからも変わらぬ
ご理解とご賛助を、よろしくお願い申し上げ
ます。

知識は日々に増える

自分と社会とのつながりを含む「自分ごと」体験のすすめ

総力をあげて“初めの一歩”を支え続けます
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アフターコロナの就職戦線で求められる「人物重視」とチャレンジ

　福山市立大学では在学時の学びや卒業後の進路決定に関して、学生たちにどのような支援を行って
いるのか、また、どのような就職状況なのか、保護者の方々も特に関心がある点ではないでしょうか。
　本学で、学生のキャリア支援や保育・教育実習に関わっているキャリアデザインセンター（ＣＤＣ）
と教育支援センターにお話を伺いました。

1．2024 年 3 月卒業者（今春卒業の 10 期生等）の進路状況

　第 10 期生が、今春、新たな進路を歩み始めました。今春卒業生は、コロナ禍にもかかわら

ず大変に健闘していただき、多くの企業等から内定をいただき、昨年に引き続き、好調な状

況に至りました（P.5）。これも、ひとえに、教育振興会の皆様方の大変に厚いご支援のも

と、また各企業、教育機関、団体等をはじめとする様々なご支援ご協力、さらには学生さん

たちの大いなる努力のもと、進路決定を非常に順調に展開することができました。この場を

お借りいたしまして、厚く御礼申し上げます。

2．コロナ禍を経ていっそう早期化・厳選化してきた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「人物重視の採用」の状況における就職戦線

　経団連の「指針」・大学側（就職問題懇談会）の「申合せ」と関係省庁による要請に基づいて、

３月から企業説明会等をスタートし、面接等の選考が 6 月からとなっております（図 1）。

けれども、こうしたスケジュールは、あくまでも指針・申合せ・要請であって、実

は解禁時期である３月以前よりエントリー（申し込み）を受け付ける企業や通年採

用を打ち出す企業も少なからずみられるようになっています。そして何よりも、コ

ロナ禍を経た今、採用の早期化が進み、採用が絞られる形での「売り手市場の終焉」

と「就職・採用活動のオンライン化」が起こっているということが指摘されていま

す。また、大学２・３年次の夏期や冬期のインターンシップが、民間企業において

かつまた県庁や市役所など地方公共団体において、学生と企業が直接接する機会と

して、ますます重要な意味を持つようになってきています。このように大きく就職

戦線が急激に様変わりしてきています。

　この状況において、何が問われているのでしょうか。実は、企業の方によれば、「コ

ロナ禍での採用・人事は企業にとってチャンスだ」とするところが少なくありませ

ん。それは、平素ならば様々の人がいる組織にあっても、景気後退の時期になる

と、組織・人・家族のために懸命に貢献する人が強く求められ、生き残ることにな

る、のだと言われます。圧倒的に「人物重視の採用活動」が進む形で、ある意味で

は本質的なことが顕になってきています。今、なによりも就職活動という時におい

て、まさにより本腰を入れて、組織・人・家族に本気で関わりそして柔軟に貢献す

る「人」としての自己陶冶とチャレンジが求められています。このことは、企業・

公務員・教員志望を問わず、強く求められています。

3．ＣＤＣにおける、大学全体での連携と企業との有効なパイプ構築による就職支援の取り組み

　激動する就職戦線において、CDC はチャレンジしています。これまで、“業界研究”“自己分析”“行動力・突破力の研鑽”をすすめ、様々な業界・

企業にアドバイス頂いての業界研究セミナー、福山市役所職員や現場教員による公務員セミナー・教員セミナー、就職活動支援企業による自己

分析等の各種セミナー、卒業生による就職活動報告会などを昨年度も進めてまいりました。

　さらに、多くの大学が公開講座の開催ができず苦慮する今、本学では、「ピンチをチャンス」と捉えながら、全国また備後に名が轟くような

「第一線の優良企業」数十社にご出展いただいての「学内合同企業説明会」を実施しております。これは、CDC のベテランで力量あるシニアス

タッフのネットワークと尽力の賜物であることがセンター長としての誇りでもあります。まさに、学生さんお一人おひとりの自己陶冶とチャレ

ンジを、その有意な人生につなげて頂けるよう、この貴重な機会を生かして頂くべく、各種就職証明手続きの学内の制度的連携（CDC と事務局）、

リアルタイムで就職状況を教授陣とやり取りする Teams での進路状況調査システムなどとして、さらに整備しつつ全学ネットワーク体制を構

築してきております。

キャリアデザインセンター長
都市経営学部教授

前山　総一郎
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4．社会にはばたくにむけての社会人力の形成にむけての取り組み

　さらに、社会人になって、社会的課題にむけて事業や組織を立ち上げることにむけて「アントレプレナーシップ研修」を初めて開設いたしま

した。ベンチャーや NPO の立ち上げ、また最近よく聞かれる企業内ベンチャーにむけて重視したものです。

　さらに、包括協定を結んでいる福山通運様と連携して１年生「オープンカン

パニー」を実施いたしました（写真 3）。３年生で行われる通常のインターンシッ

プとは別に、大学生当初から、企業や産業社会の実際にふれて、「働くとはどの

ようなことか？」、また「働きがいとは？」「職場とは？」といったことを早い

時期から自らの中でしっかりと育んでもらおうという取り組みです。私自身が

研究している米国もふくめて世界から求められているところですが、今後社会

や産業を担っていただくために、理論と実践にもとづく英知と基盤を育んで頂

くために、懸命に取り組んでいます。

5．採用早期化の今、進路検討は学部２年の春期休暇から ～「売り手市場の終焉」の今、求められる覚醒した内発的動き

　コロナ禍のもとでの就職戦線では、「就職・採用活動のオンライン化」、「早期化」、「売り手市場の終焉」という未曽有の状況を迎えております。

特に、数年前までの「売り手市場」であったことが、実に「売り手市場の終焉」と言われるまでに至った今、学生さんお一人おひとりに

は、より「覚醒」した自己陶冶と就職にむけた準備・活動にチャレンジしていただくことの意味合いが大変に強くなってまいりました。そのた

め、学生さんご自身の進路として、早いかと見えますが、学部２年次の春期休暇には概ねの方向を定めて、業界研究や企業研究、公務員試験や

教職試験対策に着手していく必要が切に出てまいりました。実は、民間企業等では学部３年の夏期、冬期や春期休暇にインターンシップを実施し、

これにより、就職解禁日に先駆けた形でより実質的な学生確保の取り組みがスタートしている中で、大変に切実な状況となってきています。

　教育振興会の皆様方におかれましても、CDC の取り組みのご趣旨についてのご理解・ご賛同を頂戴しながら、そして CDC が実施します各種

事業やセミナー、ガイダンス等に学生さんたちが積極的に出席・参加するようお導き頂き、また、ご家庭にお

きましても学生さんのこれからの人生での歩みと進路についてのお話し合いを進めていただけますと幸甚でご

ざいます。

　最後に、今後の教育振興会の皆様方、ご父母の皆様、そしてとくに愛される学生さんのご多幸とご発展を心

よりご祈念申し上げます。

　こうした激変する就職戦線の実情などを保護者の方々にもご理解いただくことを目

的に、昨年も７月に教育振興会の皆様方を対象とした「就職活動に関する保護者説明

会」を開催させていただき、多くの方々にご参加いただきました（写真 1）。さらに、

３月には本学の学生のみを対象とした、全国また備後の「第一線の優良企業」68 社に

よる「企業合同説明会」を学内に会場を設けて対面で開催し、民間企業等への就職を

目指す学生に、より充実した説明を受ける機会を創出してまいりました（写真 2）。

　もちろん、こうした取り組みは、引き続き、今年度も力を込めて実施することを予

定しております。

特集　キャリア支援に向けた取り組み

写真 2： �（左）学内合同企業説明会�開催について
（中央・右）学内合同企業説明会�当日の様子

写真 1：保護者説明会

写真 3：オープンカンパニー
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教 育 学 部 児 童 教 育 学 科

都 市 経 営 学 部 都 市 経 営 学 科

小 学 校
愛媛県教育委員会、岡山県教育委員会、岡山市教育委員会、香川県教育委員会、川崎市教育委員会、高知県教育委員会
島根県教育委員会、千葉県教育委員会、東京都教育委員会、長崎県教育委員会、兵庫県教育委員会、広島県教育委員会
広島市教育委員会、福井県教育委員会

特 別 支 援 学 校 兵庫県教育委員会、広島県教育委員会

企 業 等 パル、広島大学、明治安田生命保険

公 務 員 福山市役所、松茂町役場

保 育 所

浅口市公立保育所、綾川町公立保育所、一般社団法人リトルメイト、今治市公立保育所、浦添市公立保育所
越前市公立保育所、岡山市公立保育所、学研ココファン・ナーサリー、観音寺市公立保育所、熊本市公立保育所
倉敷市公立保育所、神戸市公立保育所、社会福祉法人昭和愛育会（第二府中ひかり保育園）、小学館アカデミー
高松市公立保育所、たつの市公立保育所、広島市公立保育所、福山市公立保育所、防府市公立保育所、松山市公立保育所
三原市公立保育所

認 定 こ ど も 園 社会福祉法人旭ヶ丘学園（認定こども園旭ケ丘学園）、社会福祉法人和泉福祉会（認定こども園ふかつ）
社会福祉法人うすい会（認定こども園広島光明学園）

幼 稚 園
学校法人梅の木学園（山田幼稚園）、学校法人賢忠寺学園（かなりや幼稚園）
学校法人くるみの丘くるみ幼稚園（くるみ幼稚園）、学校法人静岡学園（静岡学園幼稚園）
学校法人松泉館（六甲幼稚園）、学校法人三木学園（あおば幼稚園）、学校法人みどり幼稚園（認定こども園みどり幼稚園）

福 祉 施 設 社会福祉法人岡山こども協会、社会福祉法人カトリック名古屋教区報恩会（麦の穂乳幼児ホームかがやき）
社会福祉法人広島県福祉事業団（若草園）

企 業 等 スタッフサービス、中国銀行、ディー・エス笹沖、トヨタレンタリース岡山

公 務 員 出雲市役所、尾道市役所、東広島市役所、広島市役所

建 設 業 穴吹工務店、AQGroup、スナダ建設、セキスイハイム中四国、積水ハウス、積水ハウスリフォーム、大福ホーム
中村建設、藤木工務店、フジ住宅、フジタ、平成建設、ミサワホーム中国、道下工務店 ワールドコンストラクション

製 造 業 アトム、石井表記、イナダ、エスティケイテクノロジー、キャステム、新来島サノヤス造船、タカラスタンダード
常石造船、広島アルミニウム工業、フリュー、プレジィール、まるか食品、村田製作所、リプロ

電 気 ・ ガ ス
熱 供 給・ 水 道 業 福山ガス

情 報 通 信 業 アクトシステムズ、AI トラベル、エクサ、エネコム，LR、コスメディア、シーアイシー、SocioFuture
つうけんアドバンスシステムズ、ビーシーシー、富士通四国インフォテック、ホスネット・ジャパン、両備システムズ

運 輸 、 郵 便 業 関西丸和ロジスティックス、山九、西日本旅客鉄道、日本郵便、福山通運、両備ホールディングス

卸 売 業、 小 売 業 アークランズ、アルペン、イズミ、IDOM、大賀商会、カワニシ、大創産業、西原商会、阪急阪神百貨店、ハローズ
ファーマシー、藤徳物産、フジ・リテイリング、扶桑商会、ヤマエグループホールディングス

金 融 業、 保 険 業 あいおいニッセイ同和損害保険、おかやま信用金庫、FWD 生命保険、笠岡信用組合、吉備信用金庫、中国銀行
広島信用組合、フォーシーズ

不 動 産 業、 物 品 賃 貸 業 穴吹興産、三福綜合不動産、シースリー、積水ハウス不動産中国四国、タイムズ 24、タカハシ、マリモ
三井不動産リアルティ中国、三菱オートリース

学 術 研 究
専 門・ 技 術 サ ー ビ ス 業

イタミアート、共同設計、グリムス、税理士法人後藤会計事務所、中電技術コンサルタント、東洋プラント、B・S・L
広建コンサルタンツ、プライムクロス、令和アカウンティング

宿 泊 業
飲 食 サ ー ビ ス 業 えひめ屋食堂、ホットパレット

生 活 関 連 サ ー ビ ス
娯 楽 業 アミパラ、エイチ・アイ・エス、コープサービス、不二ビルサービス

複 合 サ ー ビ ス 業 晴れの国岡山農業協同組合、福山市農業協同組合

サ ー ビ ス 業
（ そ の 他 ）

エスプールプラス、Evand、クオレガ、グロップ、SPIN TECHNOLOGY、パソナ、フジアルテ、御池鐵工所
ミスターサービス

公 務 員 安芸高田市役所、岡山市消防局、岐阜市役所、倉敷市役所、呉市役所、鳥取市役所、広島県警察、広島市役所
福山市役所、湯梨浜町役場

そ の 他 日新林業

教育コース

保育コース
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学 友 会

学 生 団 体 連 合 会

大 学 祭 実 行 委 員 会

　平素よりお世話になっております。学友会執行部です。
　私たちは福山市立大学の皆様が有意義な学校生活を送ることができるように、日々活動しています。
　主な活動は学内活動と学外活動に分けられます。学内活動としては、春には新入生歓迎会や学生相談会の実施、夏には各委員会の活動報告な
どを行う学生総会の開催、冬にはスポーツ大会の準備を行いました。今年度のスポーツ大会は、想定していた参加者数に達することができず延
期という形となってしまいました。スケジュール管理や広報の方法など、
反省点を振り返り、今回の学びを来年度の活動に活かしていきたいです。
　また、2023 年度は学祭への出店にも挑戦しました。その他にも、学
生の皆様がより快適な学生生活を送ることができるように、物品の貸出
等のサポートや、自転車リユース事業の準備を進めています。
　学外活動としては、福山市の交通事故防止運動や献血推進協議会等へ
の参加など、本大学の代表として、地域社会とのつながりを念頭に置い
た活動をしています。
　まだまだ力不足の面がありますが、今後も引き続き皆様が安心して有意義な学生生活を送ることができるように、学友会一同精一杯取り組ん
でまいりますので、温かいご支援とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　こんにちは。学生団体連合会執行部です。
　私たちは、サークル活動がより充実したものとなり、円滑に運営できるよう、現在４名で活動しています。
具体的には、月に１度の代議員会での各団体への連絡や物品支給、物品管理、新入生に配布されるサークル
紹介冊子の作成です。
　昨年度の活動といたしましては、学生団体連合会執行部では、内部の改革に重点を置き、取り組みました。
具体的には、代議員会資料のペーパーレス化や情報記録媒体の紙からデジタルへの転換、連合会室の物品整
理を行いました。また、それぞれのサークル団体では、大会やイベント、ボランティア活動に積極的に参加し、
地域や他大学との交流が見られました。

　今年度は、より一層、各団体が地域と関わる機会を増やしていき、福山市立大学と地域のつながりを
増やしていけるよう、取り組んでまいります。まだまだ力不足ではございますが、皆様のご理解とご協
力、よろしくお願いします。

　こんにちは。大学祭実行委員会です。
　私たちは本学の大学祭である「港輝祭」の企画・運営を行っています。昨年度はコロナウイルス対策の緩和に伴い、４年ぶりに規制なしで開
催することが出来ました。コロナ渦を経て生まれ変わった新たな港輝祭を目指し、「新章開幕」をテーマに掲げて活動してまいりました。主な
開催企画としては、例年好評をいただいているお化け屋敷やビンゴをはじめ、お笑い芸人のティモンディさんとシオマリアッチさんをお迎えし
てのゲストライブ、過去最多の参加をいただいた模擬店、そして新企画となる借人競足やモザイクアートの展示などを行わせていただきました。
感染対策なしでの久々の開催でしたが、教育振興会様をはじめ多くの方々のご支援をいただき、無事終えることが出来ました。
　今年度は、ご来場くださる皆さまを笑顔にできる港輝祭を目指すとともに、地域に根差したイベントに成長させる１年にしたいと考えており
ます。今後ともご理解とご協力のほど宜しくお願いいたします。
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　私たち卒業企画実行委員会は、卒業にかかわる事業 ( 卒業アルバムの制作、卒業記念品の企画・管理等 ) を行っています。
　卒業アルバムは学生生活をいつでも思い起こすことが出来るものを目指し、写真の選定を行ってきました。撮影の際には、サークルやゼミの
メンバーと楽しそうにしている姿が見られ、素敵な写真を撮影することができました。2023 年度は数年ぶりに卒業パーティーを開催しました。
新型コロナウイルスの影響で入学式も無くオンライン授業がほとんどであった学生に最後に楽しい思い出を作って欲しい、楽しい時間を過ごし
て欲しいという思いがあり開催する運びになりました。実行委員会として、大学最後の企画に携わることは嬉しい反面、卒業への寂しさを感じ
ています。
　最後になりましたが、このような卒業生に向けた様々な事業を行うことができるのは、教育振興会からのご支援のおかげです。
　今後も活動へのご理解とご協力をお願い致します。

同 窓 会 事 務 局

　こんにちは、生協学生委員会 FOREST です。

　2023 年度も教育振興会の皆様のお力添えのおかげで、「組合員のよりよい大学生活」

を目指した生協を盛り上げる活動を滞りなく行うことが出来ました。この場を借りて

御礼申し上げます。

　2023 年度は、学友会執行部の方々と協働し、全新入生を対象とした新入生歓迎会を

開催しました。初めてのことばかりで不安や心配事を抱えた新入生に対して、不安の

解消、そして先輩や同じ立場の新入生同士での交流の場を作りました。また、前年と

同様、様々な企画を通して組合員の声を形にしたり、還元を行ったりしました。

　2024 年度も変わらず組合員を誰一人取り残さない活動に尽力して参ります。今後と

もご支援賜りますようにお願い致します。

　こんにちは。大学アプリ運営委員会です。
　私たちは本学公式 Web アプリ「Focus」の運営を中心に、大学生活に役立つ情報の発信をすることで在校
生のキャンパスライフをより楽しくすることを目標に活動しています。
　Focus の内容としてはキャンパスマップやサークル、委員会など本学に関わる情報の集約、発信を行って
おります。昨年度からは在校生が学生生活を送る上で疑問に思う点を収集し解消する他、市内の飲食店を取
材させていただくことで地域の魅力の発信なども行っております。
　今年度は一緒に活動する仲間を増やしつつ一層地域の方との交流を増やすことで、大学生活に役立つ情報
の発信並びに地域の方と在校生を繋ぐ架け橋となることを目標に活動してまいります。
　今後とも活動へのご理解、ご協力のほどお願い申し上げます。

大 学 ア プ リ 実 行 委 員 会

卒 業 企 画 実 行 委 員 会

生 協 学 生 委 員 会

　私たちは、福山市立大学同窓会です。
　同窓会役員 48 人と事務局員３人を中心に、今後の同窓会活動の基盤を作りに取り組んできました。活動内容は、卒業生の住所集め・管
理と就職等相談会です。
　11 月には、４年ぶりに対面で総会を開催し、その後、新たな取り組みとして、「多様な道：福山市立大学を卒
業してから」と題して、「先生×卒業生のトークセッション」も開催しました。幅広い世代の卒業生が参加し、在

学期間が被っていない卒業生同士でも交流もすることができました。
　また、３月には、就職等相談会を実施し、卒業生ならではの視点で、
就活や公務員試験などについての疑問に答えました。
　卒業生にとっても、在学生にとっても魅力的な同窓会活動を行って
いけるように精進してまいります。今後ともご支援のほど、よろしく
お願いいたします。
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事 務 局 便 り

　　大学のホームページをご覧ください。

日々の学内のニュース（トップページ）を随時お知らせしております。   
ぜひご覧ください。

○教育振興会のページ： トップページ ⇒ 総合案内 ⇒ 附属施設・その他 ⇒ 教育振興会

○学内ニュース　　　： トップページ ⇒ ニュース：一覧

https:/ /www.fcu.ac.jp/

2024年度　キャンパスカレンダー

第 1 学期

第 2 学期 第 4 学期

第 3 学期

● 4月3日～4月9日 オリエンテーション
健康診断

● 4月4日 入学式
● 4月5日～4月15日 履修登録期間
● 4月10日 第1学期授業開始日
● 4月18日～4月22日 履修登録確認・修正期間
● 6月5日 調整日
● 6月11日 予備日・第1学期授業終了日

● 6月12日 第2学期授業開始日
● 6月12日～6月18日 履修登録変更期間
● 6月21日～6月24日 履修登録変更確認・修正期間
● 6月26日 第1学期成績発表日
● 7月20日 全学休講日
● 7月21日 オープンキャンパス（予定）
● 8月7日・9日 予備日・調整日
● 8月10日 第2学期授業終了日
● 8月11日～9月20日 夏季休業期間
● 8月19日～8月23日 夏季集中授業期間Ⅰ
● 8月21日 第2学期成績発表日
● 8月26日～8月30日 夏季集中授業期間Ⅱ
● 9月2日～9月6日 夏季集中授業期間Ⅲ
● 9月9日～9月13日 夏季集中授業期間Ⅳ
● 9月17日～9月20日 夏季集中授業期間Ⅴ

● 11月26日 第4学期授業開始日
● 11月26日～12月2日 履修登録変更期間
● 12月5日～12月9日 履修登録変更確認・修正期間
● 12月6日 第3学期成績発表日
● 12月24日～1月5日 冬季休業期間
● 1月17日 全学休講日
● 1月18日～1月19日 大学入学共通テスト
● 2月4日 調整日
● 2月5日 予備日
● 2月6日 卒業論文発表日
● 2月8日 第4学期授業終了日
● 2月9日～3月31日 春季休業期間
● 2月10日～2月15日 春季集中授業期間Ⅰ
● 2月17日～2月21日 春季集中授業期間Ⅱ
● 2月25日 大学入試（前期日程等）
● 2月26日～3月1日 春季集中授業期間Ⅲ
● 2月26日 第4学期成績発表日
● 3月12日 大学入試（後期日程）
● 3月13日 春季集中授業成績発表日
● 3月23日 学位記授与式

● 9月21日 第3学期授業開始日
● 9月21日～9月25日 履修登録変更期間
● 9月30日 夏季集中授業成績発表日
● 10月1日～10月4日 履修登録変更確認・修正期間
● 11月8日 全学休講日
● 11月9日～11月10日 港輝祭（大学祭）
● 11月19日 調整日
● 11月20日 予備日
● 11月25日 第3学期授業終了日


